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警察庁の資料によると、平成27年末時点の75歳以上の運転免許保有者は約478万人（全保
有者数：約8200万人）で10年前の2倍となり、今後さらに増えることが予測されている。また、
全交通死亡事故件数（第 1当事者が原付以上）は減少傾向にあるものの、75歳以上の高齢
ドライバーによる死亡事故件数が占める割合は高くなっている。今回は、こうした背景を受けて3月12日に施行された
改正道路交通法のポイントを解説するとともに、診断が下されれば免許取り消しにつながる認知症の予防や、各地域が
取り組んでいる高齢ドライバーへの安全運転教育を紹介する。
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75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
3
年
に
1
回

の
免
許
証
更
新
時
に
30
分
程
度
で
終
わ
る
認
知

機
能
検
査
の
結
果
で
、「
認
知
症
の
お
そ
れ
あ

り
（
第
1
分
類
）」「
認
知
機
能
低
下
の
お
そ
れ

あ
り
（
第
2
分
類
）」「
認
知
機
能
低
下
の
お
そ

れ
な
し
（
第
3
分
類
）」
に
分
類
さ
れ
る
。

道
路
交
通
法
の
改
正
前
は
、
第
1
分
類
と
判

定
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
が
一
定
期
間
内
に

規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
時
に
都
道
府
県
の
公

安
委
員
会
が
行
う
臨
時
適
性
検
査
を
受
け
、
そ

こ
で
認
知
症
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
免
許
取
り

消
し
等
の
対
象
に
な
っ
た
。

平
成
29
年
3
月
12
日
の
改
正
後
は
、
第
1
分

類
に
入
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
違
反
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
全
員
、臨
時
適
性
検
査
（
医
師
の
診
断
）

を
受
け
る
か
、
主
治
医
な
ど
の
診
断
を
受
け
、

そ
の
診
断
書
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
時
は
、
免
許
の
取
消
し
等
の
対
象
に

な
る
。

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
第
1
分
類
ま

た
は
第
2
分
類
と
判
定
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
高
齢
者
講
習
に
つ
い
て
は
、
実
車
指
導

の
際
に
運
転
の
様
子
を
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

で
記
録
し
そ
の
映
像
に
基
づ
い
て
個
人
指
導
を

行
う
な
ど
内
容
が
高
度
化
さ
れ
、
講
習
時
間
も

延
長
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
75
歳
未
満
と
75
歳

以
上
の
う
ち
第
3
分
類
と
判
定
さ
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
高
齢
者
講
習
に
つ
い
て
は
、
内

容
が
合
理
化
さ
れ
、
時
間
も
短
縮
さ
れ
た
。

施
行
前
は
3
年
に
1
回
の
免
許
証
更
新
時
に

受
け
る
認
知
機
能
検
査
だ
が
、
免
許
更
新
時
以

外
で
も
一
定
の
違
反
行
為（
上
記
参
照
）が
あ
っ

た
場
合
は
、
3
年
を
待
た
ず
に
受
け
る
こ
と
に

な
る
（
臨
時
認
知
機
能
検
査
）。
そ
こ
で
第
1

分
類
と
判
定
さ
れ
る
と
、
更
新
時
と
同
様
に
臨

時
適
性
検
査
を
受
け
る
か
、
ま
た
は
主
治
医
な

ど
の
診
断
を
受
け
て
そ
の
診
断
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
臨
時
認
知
機
能
検
査
の
結

果
が
前
回
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る
場
合
は
、
臨

時
高
齢
者
講
習
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

特集：高齢ドライバーの交通事故防止

臨時認知機能検査の要件となる一定の違反行為

・信号無視（例：赤信号を無視）
・通行禁止違反（例：通行禁止の道路を通行）
・通行区分違反（例：逆走、歩道を通行）
・横断等禁止違反（例：転回禁止の道路で転回）
・進路変更禁止違反（例：黄の線で区画されている車道で、

黄の線を越えて進路を変更）
・しゃ断踏切立入り等（例：踏切のしゃ断機が閉じている間

に踏切内に進入）
・交差点右左折方法違反（例：徐行せずに左折）
・指定通行区分違反（例：直進レーンを通行しているにもか

かわらず、交差点で右折）
・環状交差点左折等方法違反（例：徐行せずに環状交差点で

左折）
・優先道路通行車妨害等
　（例：交差道路が優先道路であるのにもかかわらず、優先

道路を通行中の車両の進行を妨害）
・交差点優先車妨害
　（例：対向して交差点を直進する車両があるのにもかかわ

らず、それを妨害して交差点を右折）
・環状交差点通行車妨害等（例：環状交差点内を通行する他

の車両の進行を妨害）
・横断歩道等における横断歩行者等妨害等
　（例：歩行者が横断歩道を通行しているにもかかわらず、

一時停止することなく横断歩道を通行）
・横断歩道のない交差点における横断歩行者妨害等
　（例：横断歩道のない交差点を歩行者が通行しているにも

かかわらず、交差点に進入して、歩行者を妨害）
・徐行場所違反（例：徐行すべき場所で徐行しなかった）
・指定場所一時不停止等（例：一時停止せずに交差点に進入）
・合図不履行（例：右折する時に合図を出さなかった）
・安全運転義務違反（例：ハンドル操作を誤った、必要な注

意をすることなく漫然と運転）

改
正
道
路
交
通
法

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
対
策

臨時高齢者講習

・実車指導
・個人指導

計 2 時間

臨時適性検査または診断書提出命令

運転免許を更新する時

75歳未満

高齢者講習
（合理化）

・運転適性検査
・双方向型講義
・実車指導

計 2 時間

高齢者講習
（高度化）

・運転適性検査
・双方向型講義
・実車指導
・個人指導

計 3 時間

更新時の認知機能検査

　認知症のおそれ（第1分類）

　認知機能の低下のおそれ（第2分類）

認知機能の低下のおそれなし（第3分類）

一定の違反をした時

検査の結果が前回
よりも悪くなって
いる場合

臨時認知機能検査

　認知機能の低下のおそれ（第2分類）

認知機能の低下のおそれなし（第3分類）

▼

▼ ▼ ▼

▼

▼

▶ 

▼

　認知症のおそれ（第1分類）

75歳以上 75歳以上

新設

新設

75歳未満

更新時の認知機能検査

　認知機能の低下のおそれ（第2分類）

認知機能の低下のおそれなし（第3分類）

　認知症のおそれ（第1分類）

第1分類のドライバーが更新期
間満了日の1年前から更新申請
の前日までに規定の違反行為を
していた場合に臨時適性検査（医
師の診断）を実施

▶

▼

75歳以上

▼ ▼
高齢者講習

運転免許を更新する時
（平成 29 年 3 月11 日以前）

（平成 29 年 3 月12 日以降）

改正前

改正後



加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
や
運
転
の
ク

セ
は
自
分
自
身
で
は
気
づ
き
に
く
い
。
そ
れ
ら

を
高
齢
者
に
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
安
全

運
転
や
事
故
防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
取
組

み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

栃
木
県
で
は
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
内
に

あ
る
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク

（
A
S
T
P
）
で
県
内
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を

対
象
に
「
し
あ
わ
せ
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
ス
ク
ー

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
に
長
く
運
転
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、「
認
知
症
の
お
そ
れ
」

が
な
い
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
認
知
症
と
は
、
ど
の

よ
う
な
病
気
な
の
か
、
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授

で
、
日
本
認
知
症
予
防
学
会
理
事
長
で
も
あ
る

浦
上
克
哉
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

認
知
症
と
は
脳
の
障
が
い
に
よ
り
知
的
能
力

が
低
下
す
る
病
気
の
総
称
で
、
も
の
忘
れ
が
続

い
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
で
あ
る

と
浦
上
さ
ん
は
説
明
す
る
。
認
知
症
に
は
様
々

な
種
類
が
あ
る
が
、
日
本
人
の
認
知
症
で
最
も

多
い
の
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で
あ
る
。「
老

化
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、
人
の
名
前
を
す
ぐ
に

思
い
出
せ
な
い
な
ど
、
脳
に
記
憶
さ
れ
て
い
る

膨
大
な
情
報
か
ら
的
確
に
引
き
出
せ
な
く
な
る

状
態
で
す
。
時
間
を
か
け
た
り
、
誰
か
か
ら
ヒ

ン
ト
を
も
ら
え
ば
、
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
は

脳
の
中
で
記
憶
を
保
持
す
る
海
馬
と
い
う
部
分

が
障
が
い
を
受
け
、
新
し
い
記
憶
を
保
存
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
障

が
い
が
脳
の
ほ
か
の
部
分
に
拡
が
る
と
、
徐
々

に
昔
の
記
憶
も
失
わ
れ
て
い
く
の
で
す
」。
も

の
忘
れ
が
増
え
て
も
、
そ
れ
が
自
覚
で
き
て
い

る
う
ち
は
軽
度
認
知
障
が
い
（M

CI

＝M
ild 

Cognitive Im
pairm

ent

）
の
状
態
だ
と
い
う
。

こ
の
段
階
で
気
づ
け
ば
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
思
い
当
る
人
は
ぜ
ひ
専
門
医
の

診
察
を
受
け
て
ほ
し
い
と
浦
上
さ
ん
は
訴
え

る
。ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
発
症
す
る

と
、
に
お
い
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
こ
れ
に
着
目
し
た
浦
上
さ
ん
は
、
脳

の
海
馬
が
障
が
い
を
受
け
る
よ
り
先
に
嗅
覚
の

は
た
ら
き
が
低
下
す
る
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。

「
嗅
神
経
が
障
が
い
を
受
け
、
良
い
香
り
は
わ

か
る
の
で
す
が
、
悪
臭
に
気
づ
か
な
く
な
る
の

で
す
。
た
だ
し
、
嗅
神
経
は
再
生
能
力
が
高
い

の
で
、
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
生
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
症
状
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
」。

嗅
神
経
を
刺
激
す
る
の
に
効
果
的
な
方
法
と

し
て
、
浦
上
さ
ん
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
推

奨
す
る
。
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
は
ハ
ー
ブ
や
果

実
、
花
な
ど
か
ら
香
り
の
成
分
を
抽
出
し
た
精

油
（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
）
の
芳
香
を
吸
い
込
む
こ

と
で
、
心
身
を
健
康
に
保
つ
療
法
だ
。
浦
上
さ

ん
は
臨
床
研
究
を
重
ね
、
昼
間
は
脳
を
活
発
に

す
る
た
め
に
交
感
神
経
を
刺
激
す
る
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
カ
ン
フ
ァ
ー
と
レ
モ
ン
、
夜
は
よ
く
眠
れ

る
よ
う
に
、
副
交
感
神
経
を
刺
激
し
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
真
正
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
ス
イ
ー
ト
オ

レ
ン
ジ
と
い
う
効
果
的
な
組
み
合
わ
せ
を
発
見

し
、
そ
の
有
効
性
も
実
証
し
て
い
る
。

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
は
、
脳
内
に
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
分
解
さ
れ
ず
に

蓄
積
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
こ
の
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
を
分
解
す
る
た
め
に
は
十
分
な
睡
眠
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に

も
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」。

「
車
庫
入
れ
が
下
手
に
な
っ
た
り
、
車
体
に

コ
ス
リ
傷
が
増
え
て
い
た
り
、
今
ま
で
な
か
っ

た
ミ
ス
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
認
知
症
を
疑

う
必
要
が
あ
り
ま
す
」。
運
転
行
動
に
お
い
て

も
認
知
症
の
兆
候
を
つ
か
む
こ
と
を
可
能
に
す

る
た
め
、
浦
上
さ
ん
は
自
身
が
理
事
を
務
め
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

高
齢
者
安
全
運
転
支

援
研
究
会
に
よ
る
「
運
転
時
認
知
障
が
い
早
期

発
見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
30
」（
右
記
参
照
）
を

監
修
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
は
同
研
究
会
や
埼
玉

県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
M
C
I
の
疑
い
の

あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
5
問
以
上
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
で
認
知
症
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
ク
ル
マ
の
運
転
は
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
安
全
に
長
く
運
転

を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、M
C
I
の
段

階
で
の
早
期
発
見
が
重
要
で
す
」。
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早
期
発
見
に
よ
っ
て

認
知
症
の
進
行
を
抑
え
る

安全に長く運転を続けるために

こ
の
ほ
か
、
浦
上
さ
ん
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
パ

ソ
コ
ン
と
の
対
話
形
式
に
よ
る
「
物
忘
れ
相
談

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
開
発
。
言
葉
や
日
時
に
関
す

る
質
問
、
図
形
を
識
別
す
る
質
問
を
通
し
て
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
検
査
が
で
き
る
。
鳥
取

県
内
の
3
ヵ
所
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
医
療
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。「
認
知
症
は
治
療
だ

け
で
な
く
、
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
も
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
の

予
防
に
は
﹃
運
動
﹄﹃
知
的
活
動
﹄﹃
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
﹄
の
3
つ
が
効
果
的
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
早
期
発

見
と
予
防
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

平
成
16
年
に
浦
上
さ
ん
が
鳥
取
県
琴
浦
町
の

M
C
I
の
方
を
対
象
に
始
め
た
「
認
知
症
予
防

教
室
」
は
今
で
は
県
内
の
全
市
町
村
に
拡
が
っ

て
い
る
。

□ 車のキーや免許証などを探し回ることがある。
□ 今までできていたカーステレオやカーナビの操作ができなくなった。
□ トリップメーターの戻し方や時計の合わせ方がわからなくなった。
□ 機器や装置（アクセル、ブレーキ、ウィンカーなど）の名前を思い出せないことがある。
□ 道路標識の意味が思い出せないことがある。
□ スーパーなどの駐車場で自分の車を停めた位置が分からなくなることがある。
□ 何度も行っている場所への道順がすぐに思い出せないことがある。
□ 運転している途中で行き先を忘れてしまったことがある。
□ 良く通る道なのに曲がる場所を間違えることがある。
□ 車で出かけたのに他の交通手段で帰ってきたことがある。
□ 運転中にバックミラー（ルーム、サイド）をあまり見なくなった。
□ アクセルとブレーキを間違えることがある。
□ 曲がる際にウインカーを出し忘れることがある。
□ 反対車線を走ってしまった（走りそうになった）。
□ 右折時に対向車の速度と距離の感覚がつかみにくくなった。
□ 気がつくと自分が先頭を走っていて、後ろに車列が連なっていることが良くある。
□ 車間距離を一定に保つことが苦手になった。
□ 高速道路を利用することが怖く（苦手に）なった。
□ 合流が怖く（苦手に）なった。
□ 車庫入れで壁やフェンスに車体をこすることが増えた。
□ 駐車場所のラインや、枠内に合わせて車を停めることが難しくなった。
□ 日時を間違えて目的地に行くことが多くなった。
□ 急発進や急ブレーキ、急ハンドルなど、運転が荒くなった（と言われるようになった）。
□ 交差点での右左折時に歩行者や自転車が急に現れて驚くことが多くなった。
□ 運転している時にミスをしたり危険な目にあったりすると頭の中が真っ白になる。
□ 好きだったドライブに行く回数が減った。
□ 同乗者と会話しながらの運転がしづらくなった。
□ 以前ほど車の汚れが気にならず、あまり洗車をしなくなった。
□ 運転自体に興味がなくなった。
□ 運転すると妙に疲れるようになった。

30 問のうち5 問以上にチェックが入った方は要注意。
認知症予防を心がけていただくとともに、毎年 1 度はご自身でチェックを行い、項目が増えるようなことが
あれば専門医や専門機関の受診を検討しましょう。

出典：特定非営利活動法人 高齢者安全運転支援研究会ホームページ　http://sdsd.jp/untenjiniunchisyougai/checklist30/

鳥取大学医学部教授・日本認知症予防学会理事長の
浦上克哉さん

運転時認知障がい早期発見チェックリスト 30
「自分に

当てはまる」

と思う項目に

チェック

認
知
症
の
特
徴

予
防
に
つ
な
が
る

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

運
転
の
変
化
に
よ
っ
て

M
C
I
の
兆
候
を
と
ら
え
る

地
域
で
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
交
通
事
故
防
止
対
策

特集

高齢ドラ
イバー

の交通事
故防止

　
●
栃
木
県
の
取
組
み

自
分
の
運
転
を
客
観
的
に
振
り
返
る



や
加
減
速
の
変
化
も
記
録
す
る
。
そ
の
後
、
受

講
者
3
人
1
組
と
な
り
、
記
録
さ
れ
た
映
像
や

デ
ー
タ
を
も
と
に
各
々
の
運
転
を
振
り
返
る
。

例
え
ば
、
コ
ー
ス
の
数
ヵ
所
に
あ
る
「
止
ま

れ
」
の
標
識
が
設
置
さ
れ
た
一
時
停
止
場
所
で

は
停
止
線
の
手
前
で
止
ま
っ
て
い
る
か
、
適
切

な
安
全
確
認
が
で
き
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

　

ス
ク
ー
ル
を
担
当
し
て
い
る
A
S
T
P
の

氏
家
幸
作
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は「
私
た
ち
は
、

で
き
て
い
な
か
っ
た
点
を
指
摘
す
る
の
で
は
な

く
、
本
人
の
気
づ
き
を
促
す
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
映
像
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
一

時
停
止
、
安
全
確
認
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
で

ル
（
以
下
、
ス
ク
ー
ル
）」
を
開
催
し
て
い
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
運
転
の
変
化
に
気

づ
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
た
め
の
も
の

だ
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
使
用
さ
れ
る
高
齢
者
向

け
の
安
全
運
転
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
自
分

の
運
転
行
動
を
客
観
的
に
振
り
返
る
（
自※
１

己
観

察
法
）」「
受
講
者
自
ら
答
え
を
見
つ
け
だ
す
」

こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
受
講
者
3
人
ご

と
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
1
人
が
つ
く
と
い
う

少
人
数
制
で
、
受
講
者
一
人
ひ
と
り
が
実
車
で

指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
運
転
し
、
そ
の
様
子
を

車
内
外
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
速
度

徳
島
県
警
察
本
部
は
（
一
社
）
日
本
自
動
車

販
売
協
会
連
合
会
徳
島
県
支
部
（
以
下
、
自
販

連
）、
徳
島
文
理
大
学
、
伊
月
病
院
と
協
力
し

て
4
月
1
日
か
ら
「
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運

転
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
開
始
し
た
。

こ
の
事
業
は
徳
島
県
内
の
四
輪
販
売
会
社
に
お

い
て
新
車
を
購
入
し
、
か
つ
協
力
を
承
諾
し
て

く
れ
た
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
（
65
歳
以
上
）
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
無
償
で
提
供
し
、
記
録

さ
れ
た
映
像
を
大
学
の
研
究
者
ら
に
分
析
し
て

も
ら
う
と
い
う
取
組
み
だ
。
協
力
し
た
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
は
取
付
1
ヵ
月
後
、
6
ヵ
月
後
お
よ

び
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
時
に
映
像
を
徳
島
県

警
に
提
出
す
る
。
自
販
連
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
提
供
・
取
付
、
徳
島
文
理
大
学
は
映
像

の
分
析
、
伊
月
病
院
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
技
能
（
身
体
・
認
知
機
能
等
）
に
関
す
る
評

価
測
定
、
徳
島
県
警
は
映
像
に
基
づ
く
交
通
安

全
指
導
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。
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徳
島
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
指
導

官
の
田
村
公
一
さ
ん
は
「
県
内
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
日
常
生
活
で
の
﹃
し
て
い
る
運
転
﹄
を

確
認
し
、
そ
の
運
転
特
性
の
把
握
や
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
場
面
に
遭
遇
し
た
際
の
前
段
階
の
状
況

を
分
析
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
し
た
交
通
安
全
教
育
の

実
施
に
よ
っ
て
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

防
止
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
事
業
の
目
的
を
話
す
。

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、
75
歳
以
上

の
認
知
機
能
検
査
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
都
市
部
以
外
の
公
共
交
通
機
関
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
ク
ル
マ
の
運

転
が
で
き
な
い
と
、
買
い
物
や
通
院
と
い
っ
た

日
常
生
活
自
体
が
成
り
立
た
な
い
高
齢
者
が
多

い
は
ず
だ
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
に
で
き

る
だ
け
長
く
運
転
を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

と
教
育
を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

特集

高齢ドラ
イバー

の交通事
故防止

安全に長く運転を続けるために

※ 1  自己観察法＝東北工業大学の太田博雄名誉教授らが（公財）国際交通安全学会などで研究成果を報告している手法。自分の運転をビデオで録画して観察し、「我が身振り見て、我が振り直す」手法。
※ 2  Honda 動画 KYT（危険予測トレーニング）＝実際の交通状況を再現した動画を見ながら危険を予測し、結果を参加者同士が振り返って議論することで安全を学ぶ教育機器。詳しくは右記のホームページを参照。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/animation_kyt/ 　

き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
受
講
者
の
運
転
行
動

や
考
え
方
の
違
い
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
、
自
分
の
運
転
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

ス
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
ま
で
に
1
0
0
0
人
以
上
が
受
講

し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
車
両
を
含
め
、
車
載
カ
メ
ラ
や
デ
ー
タ
記
録

装
置
が
一
新
さ
れ
て
い
る
。
氏
家
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
栃
木
県
内
の
す
べ
て
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
受
講
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

埼
玉
県
で
は
、
昨
年
11
月
よ
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
や
自
治
会
な
ど
高
齢
者
が
集
ま
る
会
合
に
安

全
運
転
に
関
す
る
専
門
職
員
（
高
齢
者
安
全
運

転
推
進
員
）
を
派
遣
す
る
講
習
会
を
開
始
。
こ

れ
ま
で
に
48
回
開
催
し
、3
3
0
0
人
の
高
齢

者
が
受
講
し
て
い
る
（
平
成
29
年
5
月
16
日
現

在
）。こ
の
講
習
会
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
、
自
分
の
有
効
視
野
が
狭
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
高
齢
者
に
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

講
習
会
を
主
催
す
る
埼
玉
県
県
民
生
活
部
防

犯
・
交
通
安
全
課
主
幹
の
伊
藤
智
章
さ
ん
は「
加

齢
に
よ
る
身
体
の
変
化
を
実
感
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
本
人
の
気
づ
き
が
重
要
で
す
。
そ

の
気
づ
き
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
テ
ス
ト
を
導
入
し
ま
し
た
」
と

話
す
。

テ
ス
ト
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
中
央
に
表
示

さ
れ
る
○
や
△
と
い
っ
た
記
号
を
注
視
し
な
が

ら
、
画
面
の
端
で
点
滅
す
る
別
の
記
号
を
覚
え

て
答
え
る
と
い
う
も
の
だ
。
千
葉
県
立
保
健
医

療
大
学
准
教
授
の
藤
田
佳
男
さ
ん
が
開
発
し
た

ソ
フ
ト
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
画

面
に
複
数
の
記
号
が
一
瞬
表
示
さ
れ
、
す
べ
て

同
じ
記
号
だ
っ
た
時
の
み
、
画
面
を
タ
ッ
チ
す

る
と
い
う
反
応
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
判
定

す
る
テ
ス
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
講
習
会
で
は
ホ※
２

ン
ダ
動
画

K
Y
T
を
使
い
、
高
齢
者
の
危
険
感
受
性
と

事
故
回
避
能
力
を
高
め
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
も

用
意
し
て
い
る
。

「しあわせ高齢ドライバースクール」の実車走行ではインストラクターが助手席に
同乗し、受講者の運転で気になった場面をチェックしていく

実車走行が終了
すると、教室で
各々の運転を振
り返る

実車走行で記録された映
像。0.25G 以上の急減速・
急加速があった場面は自
動的に記録されるほか、イ
ンストラクターが気になっ
た場面も任意で残せる（画
面中央の横に並ぶ丸数字）

実車走行は ASTP のあるツインリンクもてぎ内の
道路で行われる

埼玉県の高齢者安全運転推進員による講習会。
タブレットによるテストで自分の有効視野が狭まって
いることを高齢者に確認してもらう

講習会では Honda 動画
KYTも活用している

　
●
徳
島
県
警
の
取
組
み

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用

　
●
埼
玉
県
の
取
組
み

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
有
効
視
野
を
確
認

タブレットの画面

※写真は新しい機材でスクールをデモンストレーションしたもの



●神奈川県大和市

保険付きの自転車運転免許証の交付で
小・中学生への自転車教育の充実を図る教育

最前線45
連載
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車利用者の立場でのKYTを行ったり、自転
車の事故事例を通じて、保険の観点から損
害賠償発生や民事・刑事上の責任が及ぼす
影響について考える内容となっている。

大和市都市施設部道路安全対策課課長の
山川さんは「小・中学生いずれも、自転車
事故の加害者となってしまった場合、どの
ような責任を負うことになるのかを理解し
てもらい、安全運転と事故防止につなげて
いくことを目的としています」と話す。

保険付きの自転車運転免許証の交付には
「自転車乗り方教室」や「自転車交通安全
教室」の受講を条件に、保険料は市が全額
を負担している。自転車乗用中に他人にケ
ガをさせたり、他人の物を壊したりして法

「 動 画 KYT」では実
際の交通状況を再現
した動画を見ながら、
危険を感じた場面で手
元のボタンを押す。そ
の後、各々が押したタ
イミングを比較するこ
とで、他者との危険感
受性の違いに気づいて
もらう

律上の損害賠償責任が発生した場合に保険
金が支払われる。今年 5 月までに 8 件の自
転車事故で、この保険が適用されている。

こうした取組みは学校や保護者にも好評
で、他の自治体からも関心が寄せられてい
る現状だ。「保険の補償範囲は子どもたち
だけでなく、同居の親族全員も含まれます。
ですから、親や祖父母の世代への自転車教
育についても充実させていく必要があると
考えています」と山川さんは今後を見据える。

てきた。そして、平成 28
年11月からは、この自転
車運転免許証に自転車保
険を付けたのである。

これを機に、大和市は
保険の加入対象となる
小・中学生への自転車教

育を充実させるため、従来の内容と実施時
期を見直し、平成 29 年度から再構築した。
これまで実施してきた低学年を中心とした
実技指導による「自転車乗り方教室」に加
え、小学 5 年生で「自転車交通安全教室」
を設定した。自転車の交通ルール・マナー
とともに自転車の事故事例を紹介し、事故
の恐ろしさを伝えるという内容であり、こ
の教室を受講することで、自転車運転免許
証が交付される。

また、中学生に対しては、これまで一部
の中学校でスケアード・ストレート（スタント
マンによる交通事故の再現）による教育を
実施してきたが、市立全 9 校の 1 年生を対
象に「自転車交通安全教室」を新設し、自転

神奈川県のほぼ中央に位置する大和市は
市内全域が平地であることから、市民の自
転車利用が多く、自転車に係わる交通事故
が全交通事故件数の約 3 割を占めている。
そのため、同市では市民への自転車教育に
力を入れている。

その 1 つとして、平成 25 年度から「自
転車乗り方教室」を受講した市立小学校の
児童に対して自転車運転免許証を交付し

自転車の事故事
例や KYTを使っ
て、事故の原因
は何か、どのよう
にすれば防げるか
を生徒に考えても
らう

小・中学生に交付される自転車免許証。裏面には自転車
安全利用五則と、事故が起きてしまった場合に連絡するフ
リーダイヤル（24 時間 365 日受付）が記されている

業務で運転が必要となる新入社員に
安全運転のマインドと技術を伝える

現場訪問
●コカ・コーライーストジャパン（株）

午後からはトレーニングコースに出て、
車庫入れ、縦列駐車、狭路走行を実施。車
庫入れと縦列駐車は、インストラクターが
それぞれ安全・確実に行うための模範を実
演。狭路走行ではパイロンによって道幅が
狭められた S 字やクランクを通過する。切
り返しを行っている受講者には、インスト
ラクターが「不安を感じたら、必ず降車し
てクルマとパイロンの位置関係を確認して
ください。パイロンに接触してしまった人
は、なぜぶつけてしまったのか考えて次に
活かしましょう」とアドバイスした。

前野さんは「運転免許を取得して 1 年以
内の新入社員が多いため、最初は苦戦して

いましたが、トレーニングを重ねることで
上達していく様子を確認できました」と研
修の成果を語る。レインボー埼玉では、新
入社員一人ひとりの運転の特徴をインスト
ラクターがチェックし、レポートをコカ・コー
ライーストジャパン（株）に提出している。
同社では、それを配属先の上司と共有し、
職場でのフォローアップに活用していると
いう。

今回を含めて研修は 5 月中に 5 回開催さ
れ、合計 103 名が参加。さらに、配属先で
トラックを運転する新入社員は 6 月にレイ
ンボー埼玉とレインボー浜名湖で行われる
1 泊 2 日の研修も受講した。

コカ・コーライーストジャパン（株）（本社：
東京都港区）は、コカ･コーラ社製品の製造
をはじめ、関東・東海・南東北の 1 都 15
県で物流・輸送・販売を行っている企業だ。
同社では毎年、業務で車両の運転が必要と
なる新入社員を対象に「新卒安全運転研修

（以下、研修）」を実施。関東・南東北地域
に配属された新入社員は交通教育センター
レインボー埼玉（以下、レインボー埼玉）、
東海地域に配属された新入社員は交通教育
センターレインボー浜名湖（以下、レイン
ボー浜名湖）で受講する。

コカ・コーライーストジャパン（株）サプ
ライチェーン本部配送統括部車両企画管理
部安全推進課の前野隆洋さんは、新入社員
への安全運転教育の意義を次のように話
す。「入社 1 ～ 2 年目の社員は、軽微では
あるものの事故を起こす割合が高い傾向が

あります。入社段
階で正しい運転操
作を身につけても
らい、事故の抑制
につなげることが
研修の目的です」。

5 月 12 日、レイ
ンボー埼玉で研修が開催され、新入社員
19 名が参加した。午前中は「動画 KYT」（3
面参照）を活用した座学からスタート。見
えない危険をできるだけ早く予測すること
で、アクセルを緩める、ブレーキをかける
などの対応ができ、事故の回避につながる
とインストラクターが受講者に伝えた。続
いて、運行前点検のポイント、正しい運転
姿勢をインストラクターが説明していく。

交通教育センターレイン
ボー埼玉のインストラク
ターが模範となる運転操
作を新入社員にわかりや
すく示す

車庫入れや狭路走行に取り組む新入社員の運転状況をイ
ンストラクターがチェックしながらアドバイスをしていく

■大和市の自転車保険の主な内容

　対象  ・大和市立小学校に在籍している
　 5 ～ 6 年生
 ・大和市立中学校に在籍している
　 1 ～ 3 年生

　日本国内

　1 億円（自己負担額 0 円）

　1 年（在学中は自動的に更新）

　同居の親族全員（6 親等以内）

　あり

　事故の対象エリア

　賠償責任保険金額

　補償期間

　補償範囲

　示談交渉サービス

6 月7 日に大和市立上和田中学校
で開催された「自転車交通安全教
室」は 1 年生約 100 名が受講。
大和市の交通安全教育専門員や損
害保険会社のスタッフが指導を担当
した

■市立小学校

自転車
乗り方教室

自転車
交通安全教室

●模擬道路での
　実技指導

●自転車事故事例に
   よる事故の恐ろしさ
●交通ルール・マナー

・19 校（希望）
・主に 3 年生

・19 校（全校）
・5 年生

主な内容 対象

▶自転車運転免許証交付
■市立中学校

自転車
交通安全教室

●交通事故が及ぼす
　影響、民事・刑事
　上の責任について
●交通ルール・マナー

・9 校（全校）
・1 年生

主な内容 対象

▶自転車運転免許証交付

現
行

追
加



キックオフイベントで、Honda Cars 東京
中央に主催する東京都青少年・治安対策本
部より「自転車安全利用功労者に対する本
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Honda Cars 駿河が所有しているポニーの「ミスター・
エド」。交通安全教室に同行させ、子どもたちに乗馬や
餌やりの体験ができるようにしている

静岡県菊川市、掛川市、牧之原市で 5 拠
点を展開するHonda Cars 駿河は5月11日、
菊川市にある西方保育園で「あやとりぃ　
ひよこ編」（以下、あやとりぃ）を活用し
た交通安全教室を開催した。同社は、スタッ
フが拠点の近隣にある幼稚園・保育園に出
向いての交通安全教室を 4 年前から行って
いる。

Honda Cars 駿河 代表取締役会長の清水
厚さんは「『あやとりぃ』の存在を知り、
当社の社会貢献活動の 1 つとして始めまし
た」と振り返る。この活動は菊川市や掛川
市の幼稚園・保育園に口コミで広がり、今

年度は 17 園から開催の依頼を受けている。
同社では、拠点スタッフ 3 名と本社ス

タッフ 1 名の 4 名体制で教室を運営してい
る。「お子さんの関心を引きつけ、わかり
やすく話すように工夫することは、通常の
接客にも活かせる部分が多いと思います」
と、清水さんは入社 1 年以内のスタッフを
中心に「あやとりぃ」を担当してもらうよ

● Honda Cars 駿河

「子どもたちを交通事故から守りたい」、
「自分たちも楽しむ」という想いで取り組む

01

4 月 29 日、二子玉川ライズショッピング
センター（東京都世田谷区）で開催された

「自転車安全利用ＴＯＫＹＯキャンペーン」

写真左から、Honda Cars 駿河の片山
大樹さん（掛川インター店）、川口真奈
さん（菊川店）、樋髙真紀さん（本社）、
藤田正勝さん（掛川東店）

うにしている。
指導者役となった樋

て

髙
だか

真紀さんは「『子
どもたちを交通事故から守りたい』という
想いと『自分たちも楽しむ』という気持ち
で取り組んでいます。回を重ねていくうち
に、この活動の重要性も感じるようになり
ました。できるだけ多くの園で開催してい
きたい」と話す。

今年度からは樋髙さんの発案で「あやと

りぃ」だけでなく、「Honda 交通安全かる
た」も交通安全教室に取り入れている。ま
た、交通安全教室には同社が所有するポ
ニーを同行させている（写真参照）。「遊び
心も大切です。お子さんに喜んでいただけ
れば、それでいい」と清水さんは笑う。「こ
うした活動を通じて、お子さんを教育して
いくことの必要性を全スタッフで共有して
いきたいと思っています」。

西方保育園では年長クラ
スと年中クラスそれぞれで

「あやとりぃ」と「Honda 
交通安全かるた」を活用
した交通安全教室を実施

● Honda Cars 東京中央

自転車シミュレーターを活用し、
東京都が推進する自転車安全利用の取組みに貢献

02

Honda Cars 東京中央は東京都内で開催される
地域イベントなどでも、自転車シミュレーターを活用
した交通安全教育を展開している

部長賞」が贈呈された。
都内に 73 拠点を展開する Honda Cars 

東京中央は、平成 25 年より社会貢献活
動の一環として Honda 自転車シミュレー
ターを活用した安全運転啓発活動等を行
い、積極的に自転車交通事故防止活
動を推進。事業者内での自転車安全
利用リーダーの育成等を目的とした
東京都主催のセミナーに講師を無償
で派遣するなど、自転車の安全利用
推進に貢献していることが評価され
た。贈呈式に出席した同社社長の
梶谷忠生さんは「自動車ビジネスに

携わる者の責任として、地域の交通安全に
何らかの形で貢献したいと思い、活動を続
けています。それが、こうした形で評価し
ていただけたことは励みになります」と
語った。

●第 17 回全国自動車教習所教習指導員安全運転競技大会

安全運転の技術を競い合い、指導力向上につなげる

6 月 1 日、2 日の両日、鈴鹿サーキット
交通教育センター（三重県鈴鹿市）で「第
17 回全国自動車教習所教習指導員安全運
転競技大会」（主催：本田技研工業（株）
安全運転普及本部、後援：一般社団法人 
全日本指定自動車教習所協会連合会、本田
技研工業（株）法人営業部）が開催された。

同大会は、全国の自動
車教習指導員の自己研
鑽への動機づけや、他
の教習所との交流の場
を提供することを目的
に 2001 年より毎年開
催されている。

今大会には 25 都府
県 84 校から 157 名の
選手が参加し、各競技
の審判として 23 校 25

名の教習指導員が協力した。
選手は普通二輪部門、大型二輪部門、四

輪部門に分かれ、運転技術の正確さやタイ
ムを競う 4 種目の実技競技と、実技指導力
に取り組んだ。

表彰式では大会運営委員長の原田洋一・
本田技研工業（株）安全運転普及本部事務

局長から入賞した選手にトロフィが手渡さ
れた。また、普通二輪部門総合 1 位の東部
自動車学校（静岡県）・水口博隆さん、同
2 位の大阪香里自動車教習所（大阪府）・
末石辰也さん、大型二輪部門総合 1 位の
安城自動車学校（愛知県）・小山哲郎さん、
同 2 位のアヤハ水口自動車教習所（滋賀
県）・和田一樹さん、四輪部門総合 1 位の
アヤハ水口自動車教習所（滋賀県）・林勇樹

さん、同 2 位の山口県萩自動車学校（山口
県）・波田昌之さんには、全日本指定自動
車教習所協会連合会会長賞も贈呈された。

03

東京都青少年・治安対策本部か
ら感謝状を受け取り、挨拶を述べ
るHonda Cars 東京中央 社長
の梶谷忠生さん

「実技指導力」では、
安全運転の指導者
として必要な知識と
指導力を、テーマに
対するレポートを作
成しながら選手同士
で確認し合う

普通二輪部門「パイロンスラローム」 四輪部門「ブレーキング回避」



大阪大学大学院 工学研究科 教授

土井健司さん

現
在
、
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
で
は
訪
日
外
国
人

の
利
用
者
に
向
け
て
「
安
全
運
転
の
し
お
り
」

を
配
付
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
あ

ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
多
言
語
（
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
・
タ
イ
語
・
マ
レ
ー
語
）
に

対
応
し
た
3
分
程
度
の
啓
発
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

動
画
の
制
作
に
着
手
し
、
平
成
29
年
度
中
の
完

成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

「
今
回
の
研
究
調
査
で
得
た
結
果
を
活
か
し

て
、
啓
発
す
る
ポ
イ
ン
ト
も
国
ご
と
に
変
え
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
に
向
か
う
飛

行
機
の
中
や
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
手
続
き
の
待
ち

時
間
な
ど
に
気
軽
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
」。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
今
後
さ
ら
に
訪
日
外
国
人
の
レ
ン
タ

カ
ー
利
用
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
2
年
目
を

迎
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
よ
り
信
頼
性
の
高

い
対
策
の
立
案
に
向
け
て
、We
b
上
で
訪
日
経

験
の
あ
る
外
国
人
へ
の
大
規
模
な
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

分
析
の
結
果
、
地
域
・
国
籍
別
に
特
徴
的
な

違
反
項
目
を
抽
出
し
た
。（
上
表
参
照
）
さ
ら

に
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
運
転
者

は
「Com

prehension

」
に
関
わ
る
違
反
項
目

の
構
成
比
が
日
本
人
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
加
え
て
、
地
域
別
の
比
較
で
は
、

東
ア
ジ
ア
は
「Priority

」、
東
南
ア
ジ
ア
は

「Priority

」
と
「Com

prehension

」、
南
米
・

北
米
は
「Speed

」
に
関
す
る
違
反
の
構
成
比

が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る

「
E
T
C
2
・
0
車
両
運
行
管
理
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
社
会
実
験
」
で
（
株
）
デ
ン
ソ
ー

が
取
得
し
た
デ
ー
タ
の
一
部
を
分
析
し
、
一
定

期
間
内
に
北
海
道
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
た
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日
本
人
と
外
国
人
の
急
ブ
レ
ー
キ
発
生
場
所
を

比
較
し
た
。
結
果
と
し
て
、
外
国
人
は
日
本
人

に
比
べ
、
人
口
集
中
地
区
外
で
の
急
ブ
レ
ー
キ

発
生
割
合
が
大
き
く
、
場
所
は
交
差
点
や
そ
の

付
近
以
外
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
こ
れ
は

外
国
人
が
日
本
人
に
比
べ
、
交
通
量
が
少
な
い

状
況
お
よ
び
単
路
で
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
生
じ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
」
と
土
井
さ

ん
は
指
摘
す
る
。

土
井
さ
ん
ら
は
、
昨
年
10
月
18
～
23
日
に

関
西
国
際
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
た
訪

日
外
国
人
に
ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
調
査
も
実
施
し
て

い
る
。
主
な
対
象
は
特
に
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
の

多
い
香
港
、
台
湾
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客
で
、

We
b
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
68
人
か
ら
有
効
回

答
が
得
ら
れ
た
。
65
人
が
ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
を
経
験

し
、
そ
の
77
％
は
交
差
点
と
回
答
し
て
い
る
。

「
交
差
点
と
回
答
し
た
半
数
は
、
信
号
機
の

無
い
交
差
点
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
比
較
的
小

さ
な
交
差
点
や
双
方
向
の
交
通
が
分
離
さ
れ
て

い
な
い
小
さ
な
道
路
で
、
出
会
い
頭
衝
突
を
起

こ
し
そ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
土
井

さ
ん
は
考
察
す
る
。

ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
加
え
、「
運
転
に
対

す
る
態
度
お
よ
び
考
え
方
を
問
う
質
問
項
目
」

に
も
回
答
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に

運
転
者
を
次
の
4
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
ド
ラ
イ

バ
ー
群
）
に
分
け
た
。
そ
し
て
、各
ク
ラ
ス
タ
ー

に
応
じ
た
対
策
を
検
討
し
た
。
例
え
ば
、
運
転

技
能
が
低
い
ク
ラ
ス
タ
ー
3
、
4
に
対
し
て
は
、

右
左
折
が
苦
手
な
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
右
左

折
の
仕
方
（
直
進
・
左
折
優
先
な
ど
）
を
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

近
年
、
外
国
か
ら
日
本
に
訪
れ
る
（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
）
観
光
客
数
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
人
気
の
高
い
北
海
道
や
沖
縄
で
は
訪

日
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
も
増
え
、
日
本

人
と
異
な
る
運
転
慣
習
を
持
つ
外
国
人
の
交
通

事
故
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

「
私
の
専
門
は
都
市
交
通
計
画
で
す
が
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
手
が
け
て
い
く
中

で
、
観
光
と
い
う
テ
ー
マ
も
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

観
光
に
つ
い
て
は
前
向
き
な
話
が
多
い
の
で
す

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
契
機
に
日
本
の
社
会
が

国
際
化
さ
れ
た
時
、
道
路
交
通
上
で
ど
の
よ
う

な
問
題
が
起
き
て
く
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
」
と
、

土
井
さ
ん
は
平
成
28
年
度
に
（
公
財
）
国
際
交

通
安
全
学
会
で
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
運

転
行
動
に
影
響
を
与
え
る
交
通
・
安
全
文
化
に

関
す
る
国
際
比
較
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
前

年
度
、
土
井
さ
ん
は
同
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
韓
国
や
台
湾
の
交
通
文
化
や
交
通
事
故
に
つ

い
て
調
査
し
、
論
文
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の

内
容
に
警
察
庁
も
注
目
し
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
同
庁
と
連
携
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
土
井
さ
ん
は
警
察
庁
が
持
っ
て
い
る

平
成
25
～
27
年
の
日
本
国
内
に
お
け
る
国
籍
別

交
通
違
反
お
よ
び
事
故
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、

地
域
・
国
籍
別
の
運
転
慣
習
を
「Priority

」

「Speed

」「Com
prehension

」
と
い
う
3
つ

の
視
点
で
特
徴
づ
け
を
行
っ
た
。「Priority

」

は
道
路
空
間
上
に
お
い
て
他
者
（
車
両
・
歩

行
者
）
と
交
錯
す
る
際
の
優
先
関
係
を
表
し
、

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
の
発
生
や
そ
の

確
率
に
関
わ
る
。「Speed

」
は
走
行
時
の
速

度
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
表
し
、
交
通

事
故
発
生
時
の
危
害
の
大
き
さ
に
関
わ
る
。

「Com
prehension

」
は
交
通
規
制
、道
路
標
示
・

標
識
の
正
し
い
理
解
を
表
し
、
交
通
事
故
の
予

防
の
前
提
と
な
る
。

訪
日
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
急
増
に
伴
う

交
通
事
故
リ
ス
ク
の
把
握
と
軽
減
策
の
提
案

地
域
・
国
籍
別
の
運
転
慣
習
を

3
つ
の
視
点
か
ら
特
徴
づ
け
る

E
T
C
2
・
0
を
活
用
し
、

危
険
箇
所
を
抽
出

土井さんは（公財）国際交通安全学会「平成 28 年度研
究調査報告会」（下記参照）で「運転行動に影響を与え
る交通・安全文化に関する国際比較─訪日観光客のレン
タカー利用急増に伴う交通事故リスクの把握と軽減方策
の提案─」というテーマで成果を発表した

　4 月 14 日、経団連会館（東京都千代田区）
で、（公財）国際交通安全学会「平成 28 年度
研究調査報告会ならびに学会賞贈呈式」が開
催された。研究調査報告会は、平成 28 年度
に成果が明らかになった研究調査プロジェクト

の中から「アクセルとブレーキの踏み違いに関係する高齢者の認知・行動特性の分析」「カ
ンボジア王国プノンペン市における交通安全向上に関する実証的研究」「通学路 Vision 
Zero －通学路総合交通マネジメントの提案に向けて－」「運転行動に影響を与える交通・
安全文化に関する国際比較」「自動車の自動化運転：その許容性を巡る学際的研究」の 5
つのテーマが発表された。
　また、38 回目となる国際交通安全学会賞の贈呈式もあわせて行われ、業績部門では富
山市による「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりの展開」が受賞した。

運
転
者
の
特
性
別
に
対
策
を

検
討
し
て
い
く
た
め
に

安
全
運
転
啓
発
の
た
め
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作

●（公財）国際交通安全学会

様々な交通問題に
関する研究成果を発表

News
 Review

地域・国籍別 特徴的な違反項目

　　　: 地域共通で傾向が強い違反項目　　　　：全外国籍の中で最も傾向が強い違反項目

韓国 中国 台湾 フィリピン ベトナム タイ ブラジル ペルー アメリカ

東アジア 東南アジア

Priority

Speed

Compre-
hension

信号無視 信号無視 歩行者妨害 歩行者妨害

酒酔い
酒気帯び

一時不停止 一時不停止 一時不停止 一時不停止 一時不停止 一時不停止

酒酔い
酒気帯び

酒酔い
酒気帯び

酒酔い
酒気帯び

酒酔い
酒気帯び

最高速度
30㎞以上

最高速度
30㎞以上

通行禁止 通行禁止 通行禁止 通行禁止 通行禁止 通行禁止

追越し
通行区分

追越し
通行区分

追越し
通行区分

追越し
通行区分

踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等

右左折方法 右左折方法 右左折方法

駐停車違反 駐停車違反 駐停車違反

歩行者妨害

最高速度
30㎞以上

駐停車違反

北米・南米

最高速度
30㎞未満

クラスター 1
＜ 36.4％＞

クラスター 2
＜ 21.8％＞

クラスター 3
＜ 29.1％＞

クラスター 4
＜ 12.7％＞

運転技能及び交通安全
意識が高い優秀なドラ
イバー群

他者に影響されず自由
な運転を志向するドライ
バー群

危険認知力及び運転技
能が低く、無謀な運転
傾向の高いドライバー群

運転技能は低いものの
慎重な運転を行うドライ
バー群

＜＞内は構成比。有効回答数：55
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SJ
クイズ

?

このコーナーでは、地域で活躍する
交通安全教育に携わる指導者の方 を々紹介していきます。指導者

ファイル

©本田技研工業（株）

※「解答」は 8 面下、「解説」は下記 SJ ホームペー
　ジでご覧いただけます。
　http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさ
まざまな危険を予測することが大切です。こ
のコーナーでは危険感受性を高めるための題
材を提供します。今回は四輪車のドライバーに、
見通しの悪い交差点での危険について考えて
もらうための KYT です。

©本田技研工業（株）

1. 少人数のグループをつくります。
2.「交通場面のイラスト」を見せながら、意見

を出し合います。
3. その後、「解答・解説※」を参考にして、

どんなことに気をつけて運転すれば良いか
再び話し合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト（カラー・
A4 版）」は下記 SJ ホームページでご覧いただけます。
また PDFファイルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての

利用はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせくだ

さい。
本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736　E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

活用方法

安全に通過するには、
どのようなことを
予測する

必要がありますか？

75 歳以上の高齢運転者による交通
事故件数を法令違反別にみると、安
全運転義務違反が約 7 割を占めて
いますが、安全運転義務違反以外で
最も多い違反は次のうちどれでしょ
う？ 
①信号無視
②交差点安全運転進行義務違反
③指定場所一時不停止等

Q 3

高齢運転者（65 歳以上）による交
通事故件数で、最も多い事故類型は
次のうちどれでしょう？

①追突
②出会い頭衝突
③右折時

Q 2

検索ホンダ　SJ

天童市は山形県のほぼ中央に位置する
人口約 6 万人の都市だ。同市の交通安全
専門指導員は 4 名で、主に幼児への教育・
啓発を担当しているのが片桐さんと永沢さ
んだ。平成 28 年度は幼稚園・保育園で
の交通安全教室を70 回実施したという。

同市では幼児に道路を横断する時の
ルール「ストップの約束」（ストップ→右、左、
右をみる→青信号を確かめて渡る）を身に
つけてもらうため、ほぼすべての幼稚園・
保育園で歩き方の練習を行っており、半数
以上の園では実際の道路で様々な交差点
の横断を体験してもらっている（園外に出
られない場合は、ホールなどに模擬道路を
つくって対応）。そして、歩道では車道から
離れた場所を、歩道がなければ道路の右
側の端を歩くことを指導している。

幼児にわかりやすい言葉遣いを心がけて

いるという永沢さんは「普段の生活の中で、
『ストップの約束』など私たちの教えたこと
を実践しているのを目にした時は、とても
うれしくなります」と話す。
「幼児期に意識づけられたことは、それ

以降の人生にも残っていくと思います。た
だし、幼児は一度にすべてを理解できませ
ん。ですから、年少→年中→年長と段階
を踏んで、自分の命を守るための知識や行
動を身につけてもらえればいいと考えてい
ます」と片桐さんはいう。

天童市では今年 4 月から Honda の「で
きるニャンと交通安全を学ぶ」も取り入れ
た。映像教材だが、流したままにするので
はなく、途中で止めて、クイズ形式で幼児
とやりとりできる点が良いと二人は評価す
る。

山形県・天童市交通安全専門
指導員の皆さん
片桐広美さん（左）、永沢真由美さん（右）

自分の命を守るための知識や行動を
幼児が着実に身につけられるように

あなたは見通しの悪い交差点の手前で一時停止
しました。前方の自転車が通過したので、
ゆっくり先に進もうとしています。

指導者の皆さんの活動を
動画でご紹介

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
area/movie/

園外に出て歩き方の練習をする前に「でき
るニャンと交通安全を学ぶ」を使って、子
どもたちに問いかけながら「止まる」「観る」
「待つ」の重要性を理解してもらう

平 成 28 年 中 の 交 通 事 故 死 者 数
3904 人を状態別にみると、自動車
乗車中は 1338 人ですが、このうち
高齢者（65 歳以上）は何％を占め
ているでしょう？

①約 30％　②約 50％　③約 70％

Q 1

●天童みくに幼稚園での交通安全教室

狭い道路でクルマが来たら、通り過
ぎるまで身体を横向きにして待つよ
うに指導

保護者と歩く時は自分の手首を
握ってもらうように、子どもたち
にも訴えている

様々な交差点で「ストップの約束」を
実践して横断

駐車場の近くではクルマの出入りにも注意
してもらう

漫画：塚本ケースケ

今
年
３
月
か
ら

改
正
道
路
交
通
法
が

施
行
さ
れ
た
わ
よ

高
齢
の
方
は

今
ま
で
以
上
に

安
全
運
転
を
心
が
け

な
い
と
い
け
な
い
ね私

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

も
運
転
す
る
か
ら

心
配
だ
わ
…
…

一
定
の
違
反
行
為
を

し
た
高※

齢
者
は
臨
時
の

認
知
機
能
検
査
や

講
習
を
受
け
る
の
か

※
75
歳
以
上

●1

●3

●2

●4
更
新
時
の
認
知
機
能
検
査

の
結
果
に
よ
っ
て
は
医
師
の

診
断
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
の
ね

高齢ドライバー編

SJ 2017 年 6・7 月号（No.484）6 月20 日発行

7

危険予測トレーニング(KYT)──危険感受性を育てる 第●回 見通しの悪い交差点（四輪車編）57
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改善された一時停止標識の設置環境
　この交差点には一時停止標識が設置されている。この標識の存在
がわかりにくいことが急ブレーキを発生させている要因の１つではな
いかと思われた。以前は街路樹から伸びた枝で見えにくい状況だっ
たが、観察に訪れた 5 月下旬には枝が伐採されており、視認性が高
まっていた。ただ、交差点の手前にトラックなど大きな車両が停車し
ていると、標識や路面表示は見えにくくなる。この地域を管轄する警
視庁中野警察署は、標識設置方法を従来の路側式から車道上部で
目視できるオーバーハング方式への
変更など、さらなる安全対策を検討
している。

自転車の速度が出やすい道路形状
　自転車利用者は また
は から に向かって走
行する。両方の道とも緩や
かな下り坂になっており、交
差点はちょうど坂道の底に
あたるため、自転車の速度
が出やすい形状だ。実際、
観察時は幼稚園・保育園の
送迎で先を急ぐ自転車利用

者が多かったせいもあり、通行する自転車のスピードは高かった。
　一方、交差点に進入する車両の多くは本郷通り方面からやってくる。
車両から または から交差点に近づく自転車利用者を目視する
には、停止線よりも前に進む必要がある。 から進入するクルマの
ほとんどは停止線よりも先の横断歩道上に停止していた。見通しが
悪いこの交差点内に進入する際、ドライバーは自転車の存在を予測
し、一時停止しなければならない。
　観察当日は雨が降っており、自転車利用者の多くはレインウェアを
利用していた。しかし、傘をさしな
がら運転する自転車利用者も散見さ
れた。傘さし運転は前方の視界がさ
えぎられるだけでなく、片手でハンド
ルやブレーキを操作することになるた
め、自転車利用者は厳に慎むべきだ。

SJ 2017 年 6・7 月号（No.484）6 月20 日発行

住宅街の中で急ブレーキが
多発している小さな交差点
「SAFETY FOCUS」は、Honda が公開している「SAFETY MAP」に示される交通上の危険が潜むスポットに
足を運び、現場の交通環境と事故防止について考察する連載記事です。

「SAFETY MAP」には「みんなの意見」として一般投稿され
た危険スポット情報が地図上に表示されている。今回「FOCUS
エリア」（下記参照）に取り上げるのは、東京都中野区の住宅
地で急ブレーキ多発地点となっている交差点だ。「SAFETY 
MAP」によれば、この交差点では午前中に急ブレーキが発生
している。ただし、交通事故多発地点の表示はなく、近年、
重大事故も発生していない。なぜ急ブレーキ多発地点となって
いるか、潜在的な危険を探るため現場を訪れた。

8

検索

 （SJ クイズの解答：Q1 ②、Q2  ②、Q3 ③）

「SAFETY MAP」は「みんなでつくる安全マップ」です。Honda のインターナビが集めた日
本中を走るクルマの急ブレーキ情報と、交通事故情報、そして皆さんの声で地図はつくられま
す。お手持ちの PC・スマートフォンからアクセスできますので、あなたの周囲に危ないと感じ
ることのある場所があったら、情報を投稿してください。

「SAFETY MAP」のご活用・ご参加をお願いします！

 http://www.honda.co.jp/safetymap/

ホンダ　セーフティマップ

次号は 2017 年 8 月 22 日発行予定となります。

安全な道路環境をめざして

　今回訪れた「中野区弥生町 1 丁目 51 番」
にある交差点は東京メトロ丸ノ内線「中野新
橋駅」から南東へ徒歩 5 分の距離にあり、
中野区内の主要道路である本郷通りにつな
がっている。本郷通りは都道環状 6 号（山手
通り）につながっているが、交差点は住宅街
の中にあるため車両の通行量は少ない。
　現場を訪れた平日朝 7 時 30 分。雨が降る
中、通勤・通学者が足早に駅へ向かっていた。
またレインウェア（カッパ）を着た自転車利用
者もひんぱんに通行し、その多くが近隣の幼
稚園・保育園に子どもを送る保護者のようだっ
た。
　交差点から東に向かう道路は小学生の通学
路になっていることからスクールゾーンに設定
されており、 は7 時 30 分から8 時 30 分ま
での 1 時間、歩行者専用道路となる。

一時停止標識が街路樹によって隠れてしまい車両から認識しにく
かったが、観察時は枝が伐採され見えやすくなっていた

交差点周辺には通学路を示す
標識が立っている

現場をたずねる FOCUS エリア
東京都中野区弥生町 1 丁目 51 番

19

は 7 時 30 分から8 時 30 分
まで歩行者専用道路となる

下り坂になっているため、加速しながら交差点に
接近する自転車が多かった

交差点にはカーブミラーが設
置されている

●1

●観察中に交差点を通過した車両
  （午前 7 時 30 分～ 9 時 30 分）

四輪車　　　86 台

東京都中野区弥生町 1 丁目 51 番

交差点の手前に車両が停車
していると「止まれ」の標識
や路面表示が見えにくくなる

急ブレーキ多発地点
二輪車　　　10 台

●2

傘さし運転をしたり、車道の右側を通行する自転車

A

BC

●3

至本郷通り

◀

●1

●3 ◀ ●2◀


